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沖縄島産キバラヨシノポリのmtDNA全塩基配列決定と

島喚問における遺伝的差異の検討
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琉球列島は地殻変動による隆起沈降や氷期に伴う海水面の変動によって分離

統合を繰り返し，その過程で多くの生物種が独自の進化を歩み多種多様な生物

群集を生み出してきた．この多種多様な生物群の進化プロセスの解明を目指し

て興味深い研究がなされてきたが，その多くは陸生生物が対象であり，水生生

物，特に魚類を対象にした研究はほとんどない．その理由の一つとして，琉球

列島に生息するほとんどの魚類が何らかの形で海と関わり，一生を淡水で過ご

す純淡水魚が少ないことが考えられる．島嗅の生物地理を理解する上で，海を

介して分布を広げる可能性がある生物は，その進化プロセスの考察にしばしば

混乱を生じさせる．

キバラヨシノポリは琉球列島固有のハゼ科ヨシノポリ属魚類で，沖縄島，石

垣・西表島，奄美大島とその周辺離島に分布する．ヨシノボリ属魚類の多くは

両側回遊性であるのに対し，キバラヨシノボDは河川陸封性であり，両側回遊

`性のクロヨシノポリと形態的に酷似していることから，これらは共通の祖先種

を持つと考えられている．現在のところ各島のキバラヨシノボリは同種として

扱われているが，いくつかの島喚問で形態的差異が認められることから，それ

ぞれの島において独自の進化を辿った可能性が示唆されている．このような進

化学的特徴を持つキバラヨシノポリ類は，琉球列島における生物多様性の格好

の研究材料となりうる．

本研究の目的はキバラヨシノボリの種分化プロセスを分子生物学的アプロー

チによって解明することにある．昨年度はｍｔＤＮＡ１６Ｓ（16s）塩基配列分析を用
いキバラヨシノボリとクロヨシノボリの遺伝差異の検討を行った．その結果，

奄美大島産と西表島産キバラヨシノボリの間に塩基置換率で１１％の差異が認め

られ，少なくとも奄美大島産キバラヨシノボリは西表島のそれとは独立に種分

化した可能性が示唆された．しかし両者の差異は通常別種と考えられるものよ

りも小さく，より進化速度の速い遺伝子領域の解析が必要であることが示され

た．ヨシノボリ属魚類に関する分子系統学的研究はほとんどないことから，本

年度はmtDNAの基礎情報を得るため沖縄島産キバラヨシノポDのmtDNA全

塩基配列決定を行った．ハゼ科魚類におけるmtDNA全塩基配列の報告はきわめ

て少なく，本研究の成果はハゼ科魚類の遺伝学的研究に大いに貢献するものと

考える．現在は奄美大島産および西表島産キバラヨシノボリのmtDNA全塩基

配列分析を進めており，今後mtDNA全塩基配列比較に基づき本種における種分

化プロセスの解明に適した遺伝子領域を探索し分析に加える予定である．


